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将
来
を
担
う
子
ど
も
を
育
む
た
め
に

～
甲
州
市
の
母
子
保
健
～

結
婚
や
育
児
等
の
負
担

か
ら
増
大
す
る
不
安
感

近
年
、
日
本
を
は
じ
め
世
界
各

国
で
少
子
高
齢
化
が
急
激
に
進
行

し
て
い
ま
す
。
労
働
者
人
口
の
減

少
を
は
じ
め
、
年
金
、
医
療
な
ど

社
会
保
障
へ
の
影
響
、
家
庭
や
地

域
に
お
け
る
子
ど
も
を
育
て
る
環

境
の
変
化
な
ど
、
社
会
全
体
に
極

め
て
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
社
会
現
象
の
中
で
、

甲
州
市
で
は
平
成
21
年
度
合
計
特

殊
出
生
率
が
１
・
１
７
％
（
人
口

統
計
上
の
指
標
で
、
１
人
の
女
性

が
一
生
に
産
む
子
ど
も
の
平
均
数
、

全
国
１
・
３
％
、
山
梨
県
１
・
３

４
％
）
と
な
っ
て
お
り
全
国
平
均

を
下
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
少
子
化
対

策
と
し
て
、
地
域
と
行
政
の
協
力

と
連
携
を
図
る
中
で
、
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
や
保
育
施
設
の
整

備
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
、
家
庭

に
お
け
る
育
児
支
援
や
健
康
管
理

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
出
生
率
は

低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

主
な
原
因
と
し
て
は
、
核
家
族

の
子
育
て
機
能
の
低
下
や
地
域
に

お
け
る
養
育
力
の
低
下
、
結
婚
や

育
児
に
関
す
る
価
値
観
の
変
化
な

ど
に
、
大
き
な
不
安
が
あ
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
不
安
を
解
消
す
る
た

め
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
の

成
長
、
子
育
て
中
の
家
庭
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
る
こ

と
の
で
き
る
『
優
し
い
ま
ち
』
の

実
現
を
目
指
し
て
、
市
民
１
人
ひ

と
り
が
子
育
て
に
関
心
を
持
ち
、

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

甲
州
市
で
は
、
第
一
次
総
合
計
画
な
ら
び
に
甲
州
市
次
世
代
育
成
支
援
地

域
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
を
、
安
心
し
て
妊
娠
、
出
産
、

育
児
が
行
え
る
体
制
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
必
要
な
母
子
保

健
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
子
ど
も
、
そ
し
て
家
族
が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
地

域
と
し
て
、
効
果
的
な
施
策
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

子どもを中心に仲良しになり
ました。（３ヶ月児健診）
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相
談
・
健
診
・
教
育

成
長
に
合
わ
せ
た
支
援

そ
れ
で
は
、
子
ど
も
や
親
の
成

長
に
、
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い

く
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
母
子
保
健
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。

母
子
保
健
と
は
、
地
域
に
お
け

る
母
子
を
取
り
巻
く
環
境
機
能
の

整
備
を
含
む
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
目
指
す
活
動
の
こ
と
を

言
い
、
市
で
は
妊
娠
か
ら
は
じ
ま

り
、
出
産
、
育
児
と
い
う
一
連
の

中
で
、
乳
幼
児
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
自
律
し
た
１
人
の
人
間

に
成
長
で
き
る
よ
う
と
、
思
春
期

に
は
「
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
」

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め

に
、
地
元
の
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ

あ
い
を
体
験
す
る
こ
と
も
大
切
な

こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
活
動
は
、
地
域
や
社

会
の
一
員
と
し
て
共
感
す
る
意

識
、
い
わ
ば
人
と
し
て
の
心
を
育

む
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
「
人
の
つ
な
が
り
」
か

ら
形
成
す
る
交
流
は
、
子
育
て
に

求
め
ら
れ
て
い
る
住
民
の
愛
情
と

な
っ
て
地
域
を
支
え
て
い
く
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。

甲州市には子どもや親を支援する
様々な母子保健事業があります。

主な支援体制
●健康相談●
・母子手帳交付　・妊婦健康相談

・出生届出時健康相談　・要支援者の健康相談

・ママのあんしんテレホン事業

●健康診査●
・妊婦、乳児一般健康診査票交付

・各種健診

３ヶ月、７ヶ月、

１歳６ヶ月、２歳児親子

歯科、３歳、５歳

●健康教育●
・マタニティークラス　・すくすく学級

・子ども料理教室

●家庭訪問●
・妊産婦、新生児、乳幼児

特集：将来を担う子どもを育むために

子育ての先輩との交流

保健師による
健康相談

思春期に命の大切さ
を教える体験

成長に合わせた
各種健診
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新しい命が誕生する時、その命と
出会える喜び。みんなで支えるこ
とで命は大きな輝きになる。

本
市
で
は
、
子
育
て
の
大
切
な

時
期
と
し
て
、
成
長
に
合
わ
せ
て

相
談
や
健
診
、
健
康
教
育
、
家
庭

訪
問
な
ど
を
実
施
し
て
、
母
子
保

健
の
一
貫
し
た
体
制
の
も
と
、
家

族
と
一
緒
に
子
ど
も
を
見
守
り
、

そ
し
て
、
適
切
で
効
果
的
な
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
乳
幼
児
は
、
基
本
的
信
頼

関
係
が
形
成
さ
れ
る
重
要
な
時
期

で
す
の
で
、
妊
娠
期
か
ら
親
と
な

る
た
め
の
心
構
え
に
準
備
が
大
切

で
す
。

子
育
て
を
し
て
い
く
う
え
で
必

要
な
の
は
、
子
ど
も
が
心
身
と
も

に
成
長
す
る
発
達
段
階
を
親
が
深

く
理
解
す
る
こ
と
で
す
。
「
あ
り

の
ま
ま
の
子
ど
も
の
姿
」
を
受
け

と
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。

す
べ
て
の
妊
婦
に
訪
問

独
自
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

甲
州
市
で
は
、
母
子
保
健
事
業

の
中
で
も
、
保
健
師
や
助
産
師
ら

が
出
産
を
控
え
た
妊
産
婦
や
、
新

生
児
を
対
象
に
、
育
児
に
関
す
る

様
々
な
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
家
庭
訪
問

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
は
、
妊
娠

中
２
回
、
生
ま
れ
て
か
ら
２
回
、

成
長
過
程
に
お
い
て
様
々
な
相
談

を
行
う
こ
と
か
ら
、
県
内
で
も
珍

し
く
、
甲
州
市
独
自
の
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
妊
産
婦
か
ら
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

特
に
、
新
生
児
訪
問
に
お
い
て

は
、
産
後
の
母
乳
哺
育
が
ス
ム
ー

ズ
に
い
く
た
め
の
支
援
や
、
子
育

「子どもの成長の源は両親の笑顔」と

話す助産師の飯島恵子さん。訪問先で

は、妊婦や新生児など様々な相談に適

切なアドバイスをしています。

10
月
７
日
、
２
５
３
８
グ
ラ
ム

の
可
愛
い
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
長
濵
家
に
新
し

い
家
族
が
増
え
た
瞬
間
で
し
た
。

「
や
っ
と
会
え
た
ね
」
と
、
毎
日
昇

太
く
ん
の
笑
顔
を
見
る
の
が
楽
し

み
と
い
う
正
樹
さ
ん
と
あ
け
み
さ

ん
。「
母
乳
で
育
て
た
り
、
お
風
呂

を
入
れ
た
り
、
す
べ
て
が
初
体
験

で
す
が
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ク
ラ
ス

や
健
康
相
談
な
ど
で
学
ん
だ
こ
と

が
、
今
は
す
ご
く
活
か
さ
れ
て
い

ま
す
」
と
話
す
気
持
ち
は
、
子
育

て
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
た
保
健

師
や
助
産
師
、
教
室
な
ど
で
出
会

っ
た
皆
さ
ん
へ
感
謝
を
し
て
い
ま

し
た
。

各種教室で学んだことが
すごく活かされています

長濵正樹さん、あけみさん、昇太くん（勝沼）

4平成22年11月



笑顔で語る
ありがとうの声

て
に
不
安
を
持
つ
親
へ
の
支
援
、

孤
立
し
な
い
子
育
て
を
す
る
た
め

に
は
「
声
か
け
・
見
守
り
」
が
必

要
で
あ
り
、
最
も
重
要
な
虐
待
予

防
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
訪

問
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
母
子
保
健

全
般
で
心
が
け
て
い
ま
す
。

訪
問
担
当
者
が
、
す
べ
て
の
妊

産
婦
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
個
別

に
支
援
方
法
を
考
え
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
参
考
に

親
が
出
産
育
児
の
準
備
を
行
い
、

安
心
し
て
出
産
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
妊
産
婦
に
な
る
と
外

出
も
控
え
、
日
々
の
生
活
が
自
宅

を
中
心
と
な
る
こ
と
か
ら
、
助
産

師
と
の
相
談
、
そ
し
て
、
母
体
の

回
復
促
進
を
目
的
と
し
た
指
導
な

ど
は
、
出
産
育
児
へ
の
負
担
軽
減

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

地
域
で
子
供
を
見
守
る

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
づ
く
り

子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る

こ
と
を
願
う
気
持
ち
は
、
親
や
地

域
社
会
み
ん
な
同
じ
で
す
。

子
ど
も
は
親
の
愛
情
で
成
長
し

ま
す
。
そ
し
て
地
域
の
愛
情
で
、

さ
ら
に
大
き
く
成
長
し
ま
す
。

地
域
に
は
、
子
育
て
に
関
す
る

情
報
が
数
多
く
あ
り
、
よ
り
詳
し

い
内
容
を
効
率
よ
く
提
供
す
る
た

め
に
は
、
医
療
機
関
や
保
育
所
、

学
校
な
ど
も
一
緒
に
考
え
、
支
え

て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

市
内
に
お
い
て
は
、
母
子
保
健

事
業
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
親
同

士
の
交
流
が
増
え
、
子
ど
も
の
成

長
を
中
心
に
考
え
た
様
々
な
サ
ー

ク
ル
も
立
ち
上
が
り
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

親
子
が
地
域
で
孤
立
せ
ず
に
、

交
流
を
通
じ
て
、
誰
に
で
も
相
談

で
き
、
情
報
の
共
有
す
る
こ
と
の

で
き
る
場
は
、
家
族
に
と
っ
て
最

高
の
環
境
で
す
。

そ
こ
に
は
、
互
い
が
協
力
し
合

い
、
の
び
の
び
と
し
た
「
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
」
を
目

指
し
た
未
来
が
あ
り
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
達
の
成
長
を
見
守
る

「
大
切
な
心
」
が
あ
り
ま
す
。

今
、
子
ど
も
に
何
が
で
き
る
か

と
い
う
こ
と
を
、
家
族
や
地
域
の

皆
さ
ん
で
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ご協力よろしくお願いします

子どもの健康と環境
に関する全国調査（エコチル)

■概　要
「子どもの健康と環境に関する全国調査（通称・

エコチル調査）」は、環境省が本年度から始めた国
家プロジェクトです。この調査は全国で１０万人の
妊婦さんに参加していただき、生まれた子どもが１
３歳になるまでを追跡する国内初の試みです。

■山梨県内の対象者と参加者の募集方法
甲州市、甲府市、中央市、山梨市、富士吉田市の

在住で、平成２３年７月から平成２６年８月頃にか
けて、県内１２カ所の協力医療機関（下記参考）で
出産を予定する妊婦には、来年１月から、市役所の
母子健康手帳交付窓口や、協力医療機関の外来窓口
などで依頼します。

■協力医療機関（平成２２年１１月現在）
県立中央病院、市立甲府病院、国立甲府病院、甲

府共立病院、山梨大学医学部附属病院、富士吉田市
立病院、山梨赤十字病院

■その他
調査の内容など、詳細ついては、広報１２月号で

お知らせします。

◆お問い合わせ先
山梨大学医学部社会医学講座内
エコチル調査甲信ユニットセンター事務局
☎０５５‐２７３‐９８９７

・エコチル調査公式ホームページ
http://www.env.go.jp/chemi/ceh/index.html

今
年
も
11
月
５
日
に
開
催
す
る

第
５
回
甲
州
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
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み
ん
な
で
子
育
て
を
楽
し
も
う
！

（
あ
っ
ぷ
っ
ぷ
）

特集：将来を担う子どもを育むために

子どもの話題は笑顔でいっぱい！



第57回甲州市かつぬまぶどうまつり
１０月２日、勝沼中央公園で第５７回甲州市かつぬまぶどうまつりを開催しました。ぶどう収穫の感謝

の気持ちとして伝わるこの祭りは、特産の甲州ぶどうやワインの無料サービスをはじめ、２０年ぶりに復

活した雀宮神輿の披露などの様々な催しに、訪れた約６５，０００人からは笑顔がいっぱいで、楽しいひ

と時を過ごしていました。また、祭りのクライマックス「大善寺の鳥居焼き」には、地域住民の「感謝の

心」が鳥居の光となって夜空に輝いていました。

感
謝

甲
州
市
に
は

心
で
通
じ
る

祭
り
が
あ
る
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第５回 甲州市
およっちょい祭り

１０月２４日、市役所本庁舎駐

車場をメイン会場に第５回甲州市

およっちょい祭りが開催されまし

た。かわいい笑顔の園児によるち

びっこステージや、よっちゃばれ

踊りなど、市民総参加の祭りとし

て会場全体が盛り上がりました。

また、今年初めての試みであった

グルメ広場にも大勢の皆さんが立

ち寄り「おいしいね。楽しいね」

と笑顔があふれていました。

第1回甲州
フルーツマラソン大会　

１０月１７日、秋の甲州市を快走する第１回甲州
フルーツマラソン大会を開催しました。市制５周年
を記念した「大菩薩峠登山競走大会、勝沼ぶどう郷
マラソン大会」の統合による新たな大会には、県内
外から約５０００人のランナーが健脚を競いまし
た。当日はゲストランナーとしてタレントの大櫛エ
リカさんがハーフコースへ参加するなど、大いに盛
り上がった第１回の記念大会でした。
■大菩薩コース
・男子一般　　　　　加藤淳一さん　（甲府市）
・男子５０歳以上　　宮下弘文さん （富士吉田市)
・女　　子　　　　　石塚弓子さん　（東京都）
■フルーツラインコース
・男子一般　　　　　島野敏之さん　（千葉県）
・男子５０歳以上　　吉田秀之さん　（神奈川県）
・女　　子　　　　　宇根由美子さん（神奈川県）
■ぶどう郷コース
・男子一般　　　　　保科洋介さん　（甲府市）
・男子５０歳以上　　石井英和さん　（埼玉県）
・女　　子　　　　　内山真由美さん（甲府市）
・中学生男子　　　　青沼璃真さん　（塩山中）
・中学生女子　　　　三枝礼実さん　（勝沼中）
■ファミリーコース（親子ぺア）

望月光紀さん、満帆さん親子（甲府市）
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塩山クラブ 全国優勝！
塩山クラブは９月２８日、三重県で開催した

日本スポーツマスターズ２０１０・男子ソフト

ボール競技で全国優勝を果たした報告を、田辺

市長に行いました。監督の岩間さんは「一試合

ごとにチームの団結力が増し、優勝するんだと

いう強い願いが結果につながった」と大会を振

り返りました。報告後に田辺市長は「全国優

勝！の快挙は、市民に元気を与えてくれた。こ

れからも甲州市のスポーツ発展のために頑張っ

てほしい」と話しました。

田辺市長に全国優勝を報告した塩山クラブの皆さん

甲州市民親睦ゴルフ大会
甲州市教育委員会は１０月５日、勝沼ゴルフ

コースで甲州市親睦ゴルフ大会を開催しまし

た。ゴルフを通じて市民の交流をを目的に、１

９６人の参加者は爽やかな汗を流しながらプレ

ーを楽しみ、親睦を深めていました。

・優　勝　田辺大得さん

・準優勝　小林嘉雄さん　３位　幡野洋一さん

女子の部

・優　勝　佐藤満里子さん

・準優勝　岡せつ子さん　３位　丸山千秋さん

「ナイスショ～ト！」ゴルフで親睦を深める皆さん

昭
和
61
年
に
開
催
し
た
「
か
い
じ
国
体
」

で
訪
れ
る
選
手
団
ら
に
お
も
て
な
す
心
と

し
て
誕
生
し
た
花
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
。

毎
年
、
花
植
え
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
や
自
治
公
民
館
の
協
力
に
よ
り
、
勝

沼
地
域
の
公
共
施
設
な
ど
50
ヵ
所
余
り
、

約
２
万
本
の
花
の
苗
を
植
え
る
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
長
年
に
亘
る
環
境
美
化
活

動
は
、
平
成
７
年
に
山
梨
県
知
事
か
ら
表

彰
を
受
け
る
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

会
長
の
山
中
さ
ん
は
「
花
は
、
人
と
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
役
立
ち
、

地
域
住
民
や
観
光
客
と
の
交
流
が
深
ま
る
」

と
話
す
よ
う
に
、
花
を
囲
み
な
が
ら
会
話

を
楽
し
む
皆
さ
ん
の
表
情
は
笑
顔
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
勝
沼
地
域
の
い
た
る
と
こ
ろ
で

き
れ
い
な
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
ふ
と
立

ち
止
ま
っ
て
、
花
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
幸
せ
に
な
り
ま
す
よ
。

花
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

花
の
香
り
と
輝
き
は

地
域
が
元
気
に
な
る

地
域
活
動
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

甲
州
市
勝
沼
花
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
（
山
中
勇
会
長
）
で
は
、

勝
沼
地
域
を
花
い
っ
ぱ
い
に
し
て
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
し
よ
う
」

と
24
年
前
か
ら
環
境
美
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

花植えのボランティアグループの皆さん
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勝中ラグビー部 東日本大会へ！
勝沼中ラグビー部は１０月１９日、第３０回

山梨県中学校ラグビーフットボール選手権で優

勝して、１１月に埼玉県で開催する東日本中学

校ラグビーフットボール大会へ出場の報告を田

辺市長に行いました。チームキャプテンの田邉

亮太さんは「今まで支えてくれた皆さんへ感謝

の気持ちを込めて、東日本大会では全力で戦い

ます」と力強く抱負を語りました。田辺市長か

らは「山梨県代表として全力プレーで頑張って

ください」と激励しました。

大和地域体育祭！
秋といえばスポーツ！１０月１０日、大和町

グランドで大和地域体育祭を開催しました。当

日は快晴で最高の秋空の下で、親子連れや友人

ら、多くの大和地域の皆さんが参加して、様々

な競技が行われました。「いけ～！走れ～！」

の大きな声援に頑張るお父さん達の中には「跳

んだり、跳ねたり、転んだり・・・」と和気あ

いあいの雰囲気の素晴らしい１日となりまし

た。「本当に楽しかったよ」と皆さんはスポー

ツを通じて交流を深めていました。

９
月
20
日
、
現
地
時
間
で
午
後
３
時
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
降
り
立
ち
ま
し
た
。

そ
の
後
、
美
術
館
へ
向
か
う
と
、
特
別

展
拝
観
予
定
時
刻
の
30
分
前
に
よ
う
や
く

到
着
。
入
り
口
付
近
で
開
場
を
待
っ
て
お

り
ま
す
と
、
蝶
ネ
ク
タ
イ
の
紳
士
や
ド
レ

ス
ア
ッ
プ
し
た
婦
人
な
ど
大
勢
の
招
待
者

が
美
術
館
前
に
続
々
と
集
ま
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
正
面
入
り
口
か
ら
館
内
に
通
さ
れ
、

贅
沢
に
も
世
界
中
の
様
々
な
美
術
品
を
横

目
に
見
な
が
ら
特
別
展
「
フ
ビ
ラ
イ
ハ
ン

の
世
界
」
会
場
へ
と
案
内
を
い
た
だ
き
展

示
品
の
鑑
賞
。
元
の
時
代
の
文
化
レ
ベ
ル

は
想
像
以
上
に
高
く
、
織
物
は
至
極
綿
密
、

器
や
像
な
ど
の
作
り
は
と
て
も
精
巧
な
も

の
で
、
当
時
の
生
活
の
様
子
が
よ
く
分
か

る
展
示
内
容
で
し
た
。

足
を
進
め
て
い
き
ま
す
と
、「
そ
の
他
の

宗
教
」
エ
リ
ア
に
入
っ
て
最
初
に
展
示
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
の
が
当
山
の
絵
画
で
す
。

高
い
天
井
、
広
い
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
壁
に

堂
々
と
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

展
示
の
様
子
は
後
編
（
広
報
12
月
号
）
に
続
く

わ～い！みんなで楽しかったよ田辺市長に東日本大会出場を報告した勝沼中の皆さん

メトロポリタン紀　行栖雲寺の「虚空像菩薩画像」がニュー

ヨーク・メトロポリタン美術館に展示さ

れています。プレビューに招待された天

目山栖雲寺住職の青柳真元さんにその様

子をレポートしていただきました。

虚空像菩薩画像in New York

特別展「フビライハンの世界」を開催している
メトロポリタン美術館

天目山栖雲寺 宝物風入れ展
■日　時　１１月６日（土）７日（日）

午前９時～午後４時
（７日は午後３時まで）

■場　所　天目山栖雲寺本堂・伝灯庵　
（甲州市大和町木賊122）

■拝観料　大人５００円　学生３００円
◇内　容

木造普応国師坐像（重要文化財）など
３０点以上の寺宝が展示。また期間中の
午後１時から座禅会、さらにお抹茶の無
料接待のご用意もございます。
◆お問い合わせ先

天目山栖雲寺　住職　青柳
☎０８０‐５０９６‐７４２７
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青
色
決
算
説
明
会
・
消
費
税
等
説
明
会

税
務
署
で
は
、
所
得
税
の
青
色
申
告
決

算
書
の
作
成
や
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

等
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
説
明
事
項

①
所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
書
の
作
成
及

び
青
色
申
告
特
別
控
除
の
適
用
要
件
（
貸

借
対
照
表
の
説
明
を
含
む
。）
に
つ
い
て

②
消
費
税
等
の
届
出
に
関
す
る
手
続
き
、

課
税
売
上
高
の
判
定
、
課
税
売
上
げ
の
区

分
整
理
の
方
法
及
び
申
告
書
の
書
き
方
に

つ
い
て

③
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
の
概
要
及
び
利
用
開
始
に

当
た
っ
て
の
手
続
き
に
つ
い
て

④
年
末
調
整
の
仕
方
に
つ
い
て

■
日
　
時
　

12
月
２
日
（
木
）

午
前
の
部
　
午
前
10
時
～
正
午

午
後
の
部
　
午
後
１
時
～
３
時

※
午
前
と
午
後
の
説
明
内
容
は
同
じ
で
す
。

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

２
階

大
会
議
室

消
費
税
の
届
出
は
お
済
み
で
す
か
？

■
課
税
事
業
者
の
方
へ

個
人
事
業
者
の
方
で
、
新
た
に
課
税
事

業
者
（
消
費
税
の
申
告
・
納
付
が
必
要
な

方
）
と
な
る
場
合
に
は
、
納
税
地
の
所
轄

税
務
署
長
に
「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

■
簡
易
課
税
制
度
に
つ
い
て

基
準
期
間
に
お
け
る
課
税
売
上
高
が
５
、

０
０
０
万
円
以
下
の
方
は
、
簡
易
課
税
制

度
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

平
成
23
年
分
か
ら
簡
易
課
税
制
度
を
適
用

し
て
申
告
す
る
個
人
事
業
者
の
方
は
、
平

成
22
年
12
月
31
日
ま
で
に
「
消
費
税
簡
易

課
税
制
度
選
択
届
出
書
」
を
納
税
地
の
所

轄
税
務
署
長
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※
簡
易
課
税
制
度
の
ほ
か
、
消
費
税
の
仕
組

み
や
手
続
き
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
山
梨
税
務
署
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
税
務
署
　
個
人
課
税
第
１
部
門

☎
22
‐
１
４
１
５

給
与
の
支
払
者
を
対
象
に
、
平
成
22
年

分
年
末
調
整
の
し
か
た
並
び
に
法
定
調

書
・
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時

11
月
19
日
（
金
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
甲
州
市
民
文
化
会
館

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

・
年
末
調
整
説
明
会
及
び
源
泉
所
得
税
に

つ
い
て

山
梨
税
務
署
　
法
人
課
税
第
１
部
門

源
泉
所
得
税
担
当
　
☎
22
‐
２
９
４
０

・
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
に
つ
い
て

山
梨
税
務
署
　
管
理
運
営
部
門

資
料
情
報
担
当
　
　
☎
22
‐
１
４
１
３

・
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
と
提
出
及
び

住
民
税
に
つ
い
て

税
務
課
　
市
民
税
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線

１
８
４
～
１
８
６
）

相
続
、
贈
与
等
に
よ
り
取
得
し
た
生
命

保
険
契
約
や
損
害
保
険
契
約
等
に
係
る
年

金
の
所
得
税
の
取
扱
い
を
改
め
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
こ
の
取
扱
い
の
変
更
に
よ
り
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
の
税
務
署
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
税
務
署
　
個
人
課
税
第
１
部
門

☎
22
‐
１
４
１
５

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.nta

.g
o.jp/

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
忘
れ
の
方
に
対
し
て
、
電
話
・

文
書
・
訪
問
な
ど
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内

や
免
除
等
の
申
請
手
続
き
の
ご
案
内
を
、

民
間
業
者
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

甲
府
年
金
事
務
所
の
担
当
委
託
業
者

は
、
（
株
）
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
ソ
ル

コ
（
０
１
２
０
‐
７
２
２
‐
０
３
０
）
で

す
。

※
委
託
事
業
者
の
「
納
付
督
励
員
」
が
訪

問
し
て
保
険
料
を
お
預
か
り
す
る
場
合
、

身
分
証
（
納
付
督
励
員
証
明
書
）
を
提
示

し
、
厚
生
労
働
省
（
日
本
年
金
機
構
）
が

発
行
す
る
納
付
書
を
持
っ
て
い
る
方
に
限

り
、
保
険
料
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
府
年
金
事
務
所
　
国
民
年
金
課

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
４
１

山
梨
税
務
署

年
末
調
整
等
説
明
会
の
お
知
ら
せ

相
続
・
贈
与
等
に
係
る
生
命
（
損

害
）
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年
金

の
税
務
上
の
取
り
扱
い
の
変
更

課
税
事
業
者
と
は
・
・
・
？

基
準
期
間
（
注
）
に
お
け
る
課
税
売
上

高
が
１
、
０
０
０
万
円
を
超
え
る
方
が
該

当
し
ま
す
。(

注
）
基
準
期
間
と
は
、
個
人

事
業
者
の
場
合
、
そ
の
年
の
前
々
年
を
い

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
平
成
20
年
分
の

課
税
売
上
高
が
１
、
０
０
０
万
円
を
超
え

て
い
る
方
は
、
平
成
22
年
分
の
消
費
税
の

課
税
事
業
者
に
該
当
し
ま
す
。

山
梨
税
務
署

青
色
決
算
等
説
明
会
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
業
務
を

民
間
委
託
し
て
い
ま
す
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山梨県地方税滞納整理
推進機構と連携して

差差押押ええ等等の処分を強化

します！

ほとんどの市民の方は、市税を納期限内に自主

的に納めていただいています。

再三の催告にも納付に応じない滞納者に対して

は、税負担の公平性を確保するため、法律に基づ

いた権限により、給与、不動産、自動車、預貯金、

生命保険等の財産の差押えを執行し、その財産を

インターネット公売などにより換価し、滞納税額

に充てます。

また、場合によっては、職員が滞納者の自宅等

を捜索して、発見した財産を差押え、搬出するこ

とも行います。

毎月、延滞金納付書を送付しています　

甲州市では、市民サービス等を実施するのに欠
かすことのできない、貴重な自主財源である市税
収入の適正な確保を目的として、市税の収納強化
に努めています。法令に基づく市税の延滞金につ
きましても、税負担の公平性の観点から平成２１
年４月から適正な徴収を図って参りました。

延滞金は、滞納されていた本税が納付されます
と確定延滞金となり納付義務が発生します。甲州
市では、毎月、この確定延滞金の請求を行ってい
ます。

延滞金を発生させないために納期内の納税をお
願いします。また、支払い忘れ等を防止するため、
甲州市の口座振替サービス等のご利用をお勧めし
ます。
■延滞金

納期限までに税金が完納されない場合には、納期
限の翌日から納付の日までの日数に応じ、税額に次
の割合を乗じて計算した延滞金が発生します。

・納期限の翌日から１ケ月を経過する日まで

→  年 4. 3％
・１ケ月を経過した日以降　　　　　　　 　　　 　

→  年 14. 6％

納期限以内に納税できない方は納税相
談にお越し下さい

災害や病気などの事情により、全額を一時に納
められない場合には、徴収の猶予などの制度があ
ります。ただし、生活状況や財産の取得状況など
を申告していただき、調査の結果、要件に該当し
た場合に適用されます。

◆納税相談窓口・お問い合わせ先

収納課　午前８時３０分～午後５時３０分

☎３２‐２１１１

（内線１７１～１７４、３７３）

悪質な滞納は絶対に許しません！！

自動車の差押え例
（タイヤロックによる運行禁止措置）

法律で禁止されています！
野外焼却（野焼き）
■罰則規定　　懲役５年以下、もしくは１０００

万円以下の罰金の刑に処せられることがあります。

ゴミの野外焼却は法律により禁止されています。

（廃棄物の処理及び清掃に関する法律）野外焼却を

すると、ダイオキシン類による汚染をはじめとす

る大気汚染の原因にもなります。また、煙や悪臭、

飛灰などは周辺や近所の方にも迷惑な行為となり

ますので、安易なゴミの焼却はやめましょう。た

だし、例外として落ち葉焚き、農作業で出た剪定

枝等の焼却は認めら

れていますが、その

際には、近所に迷惑

のかからないように、

風向き等に十分注意

してください。また、

家庭ゴミは市の基準に従い、分別して必ずゴミス

テーションに出しましょう。

◆お問い合わせ先

環境政策課　　環境政策担当　☎３２‐２１１１

勝沼地域総合局　市民福祉課　☎４４‐１１１１

大和地域総合局　市民福祉課　☎４８‐２１１１
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疲
れ
ず
、
足
腰
を
痛
め
ず
、
効
果
的
に

歩
く
『
コ
ツ
』
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

普
通
ペ
ー
ス
と
ゆ
っ
く
り
ペ
ー
ス
に
分

か
れ
て
歩
き
ま
す
。

■
日
　
時

11
月
26
日
（
金
）
※
小
雨
決
行

集
　
合
　
午
後
１
時

■
場
　
所
　
塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ

「
ま
め
に
動
く
と
ど
う
な
る
の
？
＋
靴
の

履
き
方
＆
選
び
方
」

■
コ
ー
ス

塩
の
山
周
辺
コ
ー
ス
（
約
４
～
５
km
）

■
服
　
装

動
き
や
す
い
服
装
と
運
動
靴
、
リ
ュ
ッ

ク
な
ど
背
負
え
る
も
の

■
持
ち
物

水
分
、
タ
オ
ル
、
カ
ッ
パ
な
ど
の
雨
具

■
定
　
員
　
40
名
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

健
康
増
進
課
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
成
人
保
健
担
当

☎
33
‐
７
８
１
３

独
身
の
男
女
を
対
象
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ワ
イ
ン
造
り
が
体
験
で
き
る
婚
活
イ
ベ
ン

ト
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
見
学
や
ワ
イ
ン
の
テ
イ

ス
テ
ィ
ン
グ
、
楽
し
い
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
付

き
で
す
。
素
敵
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け

よ
う
。

■
日
　
時

11
月
21
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

受
付
　
午
前
９
時
30
分
～

■
場
　
所

麻
屋
葡
萄
酒
・
試
飲
室

（
甲
州
市
勝
沼
町
等
々
力
１
６
６
）

※
Ｊ
Ｒ
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
よ
り
送
迎
し
ま
す
。

■
参
加
費
（
試
飲
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）

男
性
　
５，

０
０
０
円

女
性
　
３，

０
０
０
円

■
対
　
象

25
歳
～
40
歳
位
の
独
身
男
女

※
男
性
は
甲
州
市
内
在
住
者
を
優
先
い
た

し
ま
す
。

■
定
　
員
　
男
女
各
15
名
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

■
申
込
方
法

申
込
用
紙
（
甲
州
市
商
工
会
、
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
11
月
15
日
ま
で

に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
商
工
会
　
事
務
局

〒
４
０
４
‐
０
０
４
２

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
１
５
４

☎
33
‐
２
２
３
６

FAX
33
‐
２
７
９
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p

:/
/
w

w
w

.s
h

o
k

o
k

a
i
-

y
a

m
a

n
a

s
h

i
.o

r
.jp

/
^
k

o
s
h

u
/

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開
催

あ
る
～
く
こ
う
し
ゅ
う

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
事
業

甲
州
市
商
工
会
青
年
部
婚
活
事
業

ワ
イ
ン
好
き
集
ま
れ
！

ワ
イ
ン
Ｄ
Ｅ
　
婚
活

チャレンジ　プラス
１０００歩

■対　象

１８歳以上の市民も

しくは市内在勤の方

（個人・チームどちら

でも参加できます）

■実施期間　※６週間

平成２３年1月10日（月）～2月20日（日）

■内　容

１週目は、万歩計を付けて普段の歩数を計りま

す。２週目から１日１０００歩、多く歩き、５週

間の内、４週間以上達成することを目指します。

※なお、個人で達成すると、ある～くこうしゅう

スタンプラリー（３ポイント）を差し上げます

■申込方法

申込用紙は、健康増進課・各地域総合局にあり

ます。市のホームページからもダウンロードでき

ます。

※万歩計のない方には、窓口で貸し出します。

・窓口での申し込み

申込用紙に必要事項を記入し、窓口に提出して

ください。提出時に歩数記録表をお渡しします。

※提出先

健康増進課・勝沼地域総合局・大和地域総合局

・ＦＡＸの場合

申込み用紙に必要事項を記入しFAX（３３‐７

８１４）に送信してください。折り返し歩数記録

表を返信します。（返信のない方は連絡ください)

■申込期間

１１月１日（月）～平成２３年１月７日（金）

■主　催

甲州市・甲州市健康づくり推進協議会

◆お問い合わせ先

健康増進課　成人保健担当

☎３３‐７８１３　

ある～くこうしゅう
スタンプラリー

チャレンジ　プラス　１０００歩は
スタンプラリー対象事業です。

4週間以上、達成された方には3ポイントのス
タンプを差し上げます。３ポイント以上集める
と、抽選で景品をプレゼントします。がんばっ
たけれど、達成できなかった方には1ポイント
差し上げます。残り２ポイントは、他のイベン
トに参加し集めると応募できます。

万歩計をつけて普段の歩数を知り１日１０００歩 多く歩く生活を始めませんか！

12平成22年11月



平成23年度
保育所・保育園

来年４月から、保育所・保育園に入所を希望す
る（在園児の継続を含む）児童の申込み受付を開
始します。

※保育所（園）は、保護者が仕事や病気などのた
め家庭で十分に保育できない児童を、一定の時間、
保護者に代わって保育する児童福祉施設ですので
要件に該当しない場合は入所できません。

■申込書配布場所　※11月4日（木）～
市内保育所（園）、子育て対策課又は各地域総合

局市民福祉課で配布いたします。また、甲州市ホ
ームページからも各申請書がダウンロードできま
す。（口座振替依頼書は除く）

■申込受付期間

11月15日（月）～12月17日（金）

■申込受付窓口

①甲州市内の保育所（園）に入所を希望する場合
入所希望の保育所(園)へ申込書を提出して下さい。

②市外の保育所（園）に入所を希望する場合
子育て対策課へ申込書を提出して下さい。

◆お問合せ先

子育て対策課

☎３２‐５０８１

または各保育所(園)

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
助
成

●
対
象
●

甲
州
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
市
・
県
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
及
び
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無

料
で
接
種
が
で
き
ま
す
。

※
無
料
接
種
す
る
に
は
、
接
種
前
に
手
続
き
が
必

要
で
す
。

●
手
続
き
先
●

健
康
増
進
課

保
健
予
防
担
当
（
１
階
２
番
窓
口)

勝
沼
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

大
和
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

●
持
ち
物
●

印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）、
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
（
保
険
証
・
免
許
証
等
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
保
健
予
防
担
当

☎
32
‐
５
０
１
４
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■
特
別
展
　
開
催
中
で
す

円
と
渦
の
デ
ザ
イ
ン
が
美
し
さ
を
織
り

な
す
縄
文
土
器
を
紹
介
し
ま
す
。

・
期
　
間
　
11
月
29
日
（
月
）
ま
で

■
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

釈
迦
堂
遺
跡
発
掘
か
ら
30
年
。
山
梨
県

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
長
の
小
野
正
文

さ
ん
に
釈
迦
堂
と
縄
文
の
魅
力
を
お
話
い

た
だ
き
ま
す
。

・
日
　
時

11
月
23
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
～

・
定
　
員
　
50
名
（
要
申
込
み
）

・
参
加
費
　
無
料

■
開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト

開
館
記
念
日
は
無
料
で
す
。
薄
茶
席
の

振
舞
い
、
所
蔵
庫
特
別
公
開
、
土
偶
つ
く

り
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
日
　
時
　
11
月
３
日
（
水
）

※
薄
茶
席
は
先
着
１
０
０
名
様
（
な
く
な

り
次
第
終
了
）、
土
偶
つ
く
り
は
材
料
費
２

０
０
で
す
。

■
釈
迦
堂
　
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

秋
の
夜
長
、
釈
迦
堂
で
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。
開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

・
日
　
時
　
11
月
日
５
日
（
金
）

午
後
８
時
30
分
ま
で

■
ド
ン
グ
リ
ク
ッ
キ
ー
つ
く
り

ド
ン
グ
リ
で
ク
ッ
キ
ー
を
作
っ
て
食
べ

よ
う
。

・
日
　
時

11
月
20
日
（
土
）
午
前
10
時
～

・
定
　
員
　
30
名
（
要
申
込
み
）

・
材
料
費
　
２
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

☎
47
‐
３
３
３
３

甲
州
市
民
文
化
会
館
で
は
、
歴
史
民
俗

資
料
室
特
別
展
と
し
て
、
甲
州
市
文
化
祭

の
書
道
・
漢
詩
・
絵
手
紙
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
　
間

11
月
１
日
（
月
）
～
12
月
４
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
、
祝
日
、
11
月

23
日
（
火
）
と
な
り
ま
す
。

※
11
月
１
日
（
月
）、
３
日
（
水
）
は
甲
州

市
文
化
祭
の
た
め
臨
時
開
館
し
ま
す
。

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館
歴
史
民
俗
資
料
室

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

遊びにきてください
第６回甲州元気祭り

■日　時　11月14日（日）

午前９時５０分～

■場　所　市営勝沼ぶどうの丘

■内　容

・甲州種ぶどうの無料配布

・甲州産ワインの伝道師ソムリエ大山による

ワインセミナー

・甲州種ワインに合うお料理教室

ｂｙＤＪ西本淑子

・甲州産ワインに合うグルメ屋台（出店多数)

・各種ゲーム（甲州種ぶどうの皮飛ばし・ワ

インボトルボーリング・大抽選会）

・地元ＪＡＺＺバンド演奏

※なお、当日の天候や進行状況によりプログ

ラムの時間が変更する場合あります。

■後　援

甲州市、山梨日日新聞社、山梨放送、テレ

ビ山梨、エフエム富士

◆お問い合せ先

社団法人　甲州青年会議所（小澤）

☎０９０‐１０３４‐１３９８

まほろば・ほろ酔い
クリスマスコンサート
甲州市大和ふるさと会館で

は、まほろば・ほろ酔いクリス

マスコンサ－トを開催します。

大和ふるさと会館に設置されて

いるピアノ「スタインウェイ」

を広く内外にアピ－ルすること

を目的として、すばらしい音楽

を聴き、また、ジャズ演奏を聞

きながら市の名産品であるワインを片手に、楽しい一

時を過ごして頂くためのコンサ－トを開催いたしま

す。多くの皆様のご参加をお願い致します。

■日　時　12月12日（日）午後１時３０分～

■場　所　大和ふるさと会館

■入場料　１，８００円（全席自由）

■公　演　○第１部　クラシックコンサ－ト

スタインウェイピアノの響きをじっくりと

お楽しみください。

○第２部　ジャズコンサ－ト

ジャズを聴きながら、美味しいワインをお

楽しみください。

◆お問い合わせ先

大和ふるさと会館　☎４８‐２９２１

歴
史
民
俗
資
料
室
特
別
展
・
文
化

祭
「
書
道
・
漢
詩
・
絵
手
紙
作
品

展
」
開
催
の
お
知
ら
せ

14平成22年11月



■
日
　
時

11
月
24
日
（
水
）
～
26
日
（
金
）

24
日
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

25
日
　
午
前
９
時
～
午
後
８
時

26
日
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
３
日
間
参
加
す
る
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。

■
場
　
所

甲
斐
の
国
大
和
自
然
学
校
ほ
か

（
甲
州
市
大
和
町
田
野
１
１
６
）

■
内
　
容

・
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
炭
焼
き
体
験
、
炭
俵

作
り
な
ど

■
講
　
師

現
役
炭
焼
き
師
　
平
山
　
金
吾
氏

■
受
講
料
　
１，

０
０
０
円
（
材
料
代
等)

※
食
事
は
各
自
で
用
意
し
て
下
さ
い
。

■
定
　
員
　
15
名
（
先
着
順
）

■
締
切
日
　
11
月
15
日
（
月
）
ま
で

■
そ
の
他
　
25
日
は
夜
間
ま
で
の
作
業
と

な
り
ま
す
の
で
宿
泊
を
希
望
さ
れ
る
方
は

紹
介
し
ま
す
。

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

峡
東
林
務
環
境
事
務
所
森
づ
く
り
推
進
課

林
業
自
然
保
護
担
当

☎
20
‐
２
７
２
１

■
日
　
時

11
月
13
日
（
土
）
～
14
日
（
日
）
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
　
所

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
（
甲
府
市
）

■
催
し
物

県
内
各
地
の
特
産
品
を
は
じ
め
、
多
数

の
展
示
や
体
験
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
各
種

団
体
に
よ
る
活
動
内
容
の
発
表
の
場
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

＝
県
有
料
施
設
の
無
料
開
放
＝

■
日
　
時
　
11
月
20
日
（
土
）

■
対
象
施
設

県
立
美
術
館
、
博
物
館
、
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
県
有
施
設
で
、
観
覧
料
・

入
館
料
な
ど
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

県
民
の
日
記
念
行
事
実
行
委
員
会
事
務
局

（
県
民
生
活
・
男
女
共
同
参
画
課
内
）

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
３
５
０

■
日
　
時

11
月
27
日
（
土
）
28
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

11
月
30
日
（
火
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　

甲
州
市
民
文
化
会
館

２
階

大
会
議
室

・
テ
ー
マ

小
学
生
　
自
分
ら
し
い
あ
ら
わ
し
方
で

中
学
生
　
自
分
ら
し
さ
を
求
め
て

・
領
　
域
　
絵
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
立
体
作
品

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

事
務
局
　
東
雲
小
学
校

☎
44
‐
０
０
７
７

期間設定型 駅からハイキング
塩山駅をスタートし、ころ柿の里を回る期

間設定型の駅からハイキングが実施されます。

期間中は多くの参加者がコースを歩きますの

で周辺にお住まいの皆様のご理解・ご協力を

お願いします。

■期　間　１１月１日（月）～３０日（火）

■コース　塩山駅→甘草屋敷→向嶽寺→旧秩

父往還→常泉寺→恵林寺→放光寺→塩山ふれ

あいの森総合公園→塩山駅

◆お問い合わせ先

観光交流課　企画担当　☎３２‐５０９１

参加者募集
おもてなし講習会
甲州市を訪れる観光客に当市の魅力

を満喫していただけるよう、「おもてな

し講習会」を開催します。市民の皆様

のご参加をお待ちしています。

■日　時　11月25日（木）

午後１時３０分～３時　受付：午後１時～

■場　所　勝沼市民会館　２階　会議室

■講　演　お客様に伝わるおもてなしの心と形

■講　師

木村　由紀子氏（株式会社ファースト企画代表）

静岡県の旅館にて若女将を経験。現在はビジネスマ

ナー・接客研修などの講師として幅広く活躍中。

■定　員　１００人程度。

■申込方法（要予約）

参加を希望される方は、氏名、住所、年齢、電話番

号、職業を電話またはＦＡＸ、メールのいずれかによ

り申し込みください。

■締切日　１１月１８日（木）

◆申し込み・お問い合わせ先

観光交流課　企画担当

〒４０４‐８５０１　甲州市塩山上於曽1085-1

☎３２‐５０９１　FAX３２‐５１７４

参
加
者
募
集

炭
焼
き
師
養
成
講
座

特
産
品
販
売
・
施
設
無
料
開
放
等

県
民
の
日
『
記
念
行
事
』

東
山
梨
協
議
会
・
東
山
梨
図
工
美

術
作
品
指
導
法
研
究
会
主
催

東
山
図
工
・
美
術
作
品
展

第１回 神金フェスタ2010
■日時　１１月２３日（火）午前１０時～　　　

（雨天決行）

■場所　神金地内（国道４１１号線沿いのバ

ス停「小松尾」から徒歩５分）

■内容　神金野菜や食品の販売。神金野菜と

ワイントンのバーベキュー、大根抜きコンテ

ストなど

◆お問い合わせ先

神金フェスタ事務局（古屋）

☎０９０‐２４２０‐５９７５

15 広報こうしゅう



市
民
の
皆
さ
ん
に
、
日
常
生
活
の
中
で

パ
ソ
コ
ン
へ
の
理
解
と
活
用
い
た
だ
き
、

ま
た
、
こ
れ
か
ら
働
こ
う
と
し
て
い
る

方
々
が
必
要
な
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け

て
い
た
だ
く
た
め
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
内
容
を
確

認
の
う
え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
デ
ジ
カ
メ
活
用
●

・
Å
コ
ー
ス

11
月
16
日
（
火
）
午
後
開
催
コ
ー
　
ス

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

・
Ｂ
コ
ー
ス

11
月
16
日
（
火
）
夜
間
開
催
コ
ー
ス

午
後
６
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

○
内
　
容

撮
影
し
た
写
真
の
取
り
込
み
、
フ
リ
ー

ソ
フ
ト
で
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
Ｃ

Ｄ
作
成
、
画
像
の
編
集
、
修
正

※
当
日
は
デ
ジ
カ
メ
及
び
取
り
込
み
ケ
ー

ブ
ル
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
年
賀
状
作
成
（
ワ
ー
ド
使
用
）
●

・
Ｃ
コ
ー
ス

11
月
30
日
（
火
）
午
後
開
催
コ
ー
ス

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

・
Ｄ
コ
ー
ス

11
月
30
日
（
火
）
夜
間
開
催
コ
ー
ス

午
後
６
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

○
内
　
容

は
が
き
ペ
ー
ジ
設
定
、
ワ
ー
ド
ア
ー
ト

の
挿
入
、
イ
ラ
ス
ト
挿
入
・
編
集
、
宛
名

の
入
力
・
編
集
、
写
真
の
挿
入
・
編
集

●
カ
レ
ン
ダ
ー
・
カ
ー
ド
作
り
（
ワ
ー
ド

使
用
）
●

・
Ｅ
コ
ー
ス

12
月
７
日
（
火
）
午
後
開
催
コ
ー
ス

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

・
Ｆ
コ
ー
ス

12
月
７
日
（
火
）
夜
間
開
催
コ
ー
ス

午
後
６
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

○
内
　
容
　
ワ
ー
ド
ア
ー
ト
・
ク
リ
ッ
プ

ア
ー
ト
・
オ
ー
ト
シ
ェ
イ
プ
の
挿
入
、
印

刷
・
フ
ァ
イ
ル
保
存

■
場
　
所
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

１
階
　
第
４
実
習
室

■
定
　
員
　
各
コ
ー
ス
20
名
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
３
講
座
の
受
講
も
可
能
で
す
。

■
受
講
料
　
無
料

※
た
だ
し
、
各
コ
ー
ス
テ
キ
ス
ト
代
と
し

て
５
０
０
円
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
者

市
民
ま
た
は
市
内
在
勤
で
、
ワ
ー
ド
で

文
章
を
作
成
で
き
る
成
人
の
方

■
申
込
期
間

11
月
８
日
（
月
）
～
12
日
（
金
）

※
期
日
前
の
申
し
込
み
は
、
受
け
付
け
ま

せ
ん
。

■
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
、
生
涯
学
習
課
窓
口
へ
直

接
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間
に

お
願
い
し
ま
す
。

※
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
の
申
し
込
み
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
担
当
　
☎
32
‐
５
０
９
７

11
月
は
「
青
少
年
健
全
育
成
推
進
月
間
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

甲
州
市
に
お
き
ま
し
て
も
「
親
の
あ
り

方
10
か
条
」
を
制
定
し
、
そ
の
周
知
徹
底

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

私
た
ち
市
民
一
人
ひ
と
り
が
青
少
年
育
成

に
対
す
る
理
解
を
さ
ら
に
深
め
、
家
庭
・

学
校
・
地
域
が
連
携
し
て
、
甲
州
市
の
青

少
年
育
成
の
推
進
を
図
ろ
う
と
す
る
た
め

の
推
進
大
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

11
月
25
日
（
木
）
午
後
７
時
～
９
時

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

２
階

大
会
議
室

■
講
　
師
　
特
別
支
援
教
育
ネ
ッ
ト
代
表

元
　
宮
川
医
療
少
年
院
院
長

小
栗
　
正
幸
　
氏
　

■
演
　
題

「
社
会
適
応
に
不
器
用
さ
を
抱
え
る
青
少
年

の
支
援
に
必
要
な
こ
と
」

■
主
　
催

青
少
年
育
成
甲
州
市
民
会
議
　
　

■
共
　
催

甲
州
市
教
育
委
員
会

甲
州
保
護
区
保
護
司
会

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
担
当
　
☎
32
‐
５
０
９
７

受
講
者
募
集

第
三
期
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

平成23年1月9日に開催
第6回甲州市成人式

■日　時　平成２３年１月９日（日）午後１時～

受付：正午～午後１２時５０分

■場　所　甲州市民文化会館 ホール

■対象者

平成２年４月２日～平成３年４月１日までに出生の方

※該当者には成人式の案内状を１２月中旬に送付しま

す。なお、市外へ一時転出している方で、甲州市で成

人式を迎えたい方は、１１月３０日（火）までに甲州

市教育委員会へご連絡ください。

◆お問い合わせ先　甲州市教育委員会　生涯学習課

社会教育担当　☎３２‐５０９７

青
少
年
健
全
育
成
推
進
甲
州
市
民

集
会
開
催

新！ＣＡＴＶ食育番組
野菜・果物をつくっておいしく食べるじゃん

■１１月の放映内容■
「おじいちゃんが作った野菜はおいしいね」

「ぱきぱきマン出動！」菱山保育所

・勝沼CATV 11月22日（月）～28日（日）

・峡東CATV 11月24日（水）～28日（日）
※詳細は、お住まいの地域のＣＡＴＶに確認してくだ
さい。 　　　　  　◆甲州市食育推進会議事務局◆
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甲
州
市
は
、
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に

よ
り
、
今
日
ま
で
大
き
な
発
展
を
遂
げ
て

て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
偉
大
な
先
人
が
築

き
上
げ
て
き
た
貴
重
な
財
産
や
資
源
、
そ

し
て
、
教
え
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
、

現
在
の
私
た
ち
の
役
目
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
こ
で
今
年
度
は
、
甲
州
市
の
暮

ら
し
の
中
に
息
づ
く
地
域
の
歴
史
や
文
化

的
遺
産
、
伝
統
芸
能
な
ど
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
、
歴
史
的
背
景
、
行
事
内
容
等
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
生
涯
教
育
活

動
へ
の
発
展
に
も
寄
与
す
る
た
め
、
平
成

22
年
度
市
民
教
養
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

第
１
回
『
田
野
十
二
神
楽
』

■
日
　
時

11
月
17
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

２
階

大
会
議
室

■
講
　
師

田
野
十
二
神
楽
保
存
会

会
長
　
平
山
英
二
氏

第
２
回
『
一
之
瀬
高
橋
の
春
駒
』

■
日
　
時

11
月
25
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

２
階

大
会
議
室

■
講
　
師

山
梨
県
立
博
物
館

学
芸
員

丸
尾
依
子
氏

第
３
回
『
甲
州
に
伝
わ
る
切
妻
造
り
』

■
日
　
時

12
月
８
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場
　
所
　
旧
高
野
家
住
宅
　
甘
草
屋
敷

■
講
　
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
山
梨
家
並
保
存
会

代
表
理
事
　
石
川
重
人
氏

第
４
回

特
別
講
座
『
第
28
回
　
国
民
文
化

祭
・
や
ま
な
し
２
０
１
３
』
記
念
講
演

～
地
域
の
歴
史
・
伝
統
を
み
つ
め
る
～

■
日
　
時

12
月
17
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

２
階

大
会
議
室

■
講
　
師

山
梨
県
国
民
文
化
祭

基
本
構
想
検
討
委
員
会
･
起
草
委
員
長

帝
京
大
学
山
梨
文
化
財
研
究
所

所
長
　
萩
原
三
雄
氏

第
５
回
『
藤
木
の
太
鼓
の
り
』

■
日
　
時

平
成
23
年
１
月
７
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

２
階

大
会
議
室

■
講
　
師

山
梨
県
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

放
光
寺
長
老
　
清
雲
俊
元
氏

第
６
回
『「
宮
光
園
」
に
見
る
ワ
イ
ン
産
業
』

現
地
研
修

■
日
　
時

平
成
23
年
１
月
19
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
集
　
合
　
ぶ
ど
う
の
国
文
化
館

■
講
　
師

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
　
室
伏
徹

氏

●
受
講
資
格

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

※
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
の
学
生
は
こ
の

限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
受
講
料
　
無
料

●
定
　
員
　
１
０
０
名
（
先
着
順)

●
申
込
方
法

生
涯
学
習
課
へ
電
話
、
ま
た
は
直
接
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
全
６
回
の
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方
に

は
、
教
育
委
員
会
よ
り
修
了
証
を
授
与
し

ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
担
当
　
☎
32
‐
５
０
９
７

塩
山
地
域
の
小
学
校
児
童
・
中
学
校
生

徒
に
よ
る
文
化
祭
の
入
賞
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
※
展
示
内
容
・
期
間
は
変
更
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

11
月
８
日
（
月
）
～
28
日
（
日
）

小
中
学
生
絵
画
・
書
道
（
市
長
賞
）

11
月
29
日
（
月
）
～
12
月
16
日
（
木
）

小
中
学
生
絵
画
・
書
道
（
教
育
長
賞
）

12
月
17
日
（
金
）
～
１
月
３
日
（
月
）

小
中
学
生
絵
画
・
書
道
（
文
化
協
会
長
賞
）

参加者募集 ＝勝沼フットパスコース＝

家族ふれあいウオーク　
勝沼地区の歴史や史跡・ワイナリー

などの話を聞きながら、家族そろって
秋の勝沼を楽しく歩きませんか。

■日　時　11月13日 (土) ※雨天中止

午前９時～午後３時
■受　付　８時３０分～８時５０分
■集　合

シャトレーゼ勝沼ワイナリー駐車場
■コース

シャトレーゼ勝沼ワイナリー→祝橋
→勝沼氏館跡→勝沼宿・旧田中銀行→
宮光園（昼食）→龍憲セラー→シャト
レーゼ勝沼ワイナリー
■資　格　家族２人以上で参加できる市民
■参加費　無　料
■持ち物　お弁当・はし・飲み物・ごみ袋・ビニールシート

（昼食時使用）など
■定　員　５０人（先着順）
■申込方法　１１月５日（金）までに、電話かＦＡＸで、氏
名・住所・電話番号・年齢をお申し込みください。
◆申し込み・お問い合わせ先

甲州市男女共同参画推進委員会　事務局（市民生活課）
☎３２‐２１１１(内線１０７）　FAX３２‐３０７２

平
成
22
年
度
『
市
民
教
養
講
座
』

～
今
に
伝
わ
る
文
化
・
伝
承
～

男前とん汁を用意しています！

文
化
祭
の
入
賞
作
品
を
展
示

塩
山
駅
南
口
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

17 広報こうしゅう



時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で

行
け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
全
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
30
分
～
７
時
）

11
月
10
日
、
17
日
、
24
日
、

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

11
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

障
害
を
持
つ
人
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を

持
つ
人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害

者
自
身
が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を

聞
き
相
談
に
の
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
視
覚
障
害

石
原
テ
ル
氏
　
　

☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

石
山
　
寛
氏

FAX
32
‐
４
０
３
６

■
肢
体

小
川
美
金
氏(

肢
体) 

☎
44
‐
１
７
９
３

羽
村
千
鶴
氏(

肢
体) 

☎
32
‐
１
２
２
４

中
村
安
孝
氏(

脳
原
性)

☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

田
中
美
津
江
氏

☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

※
相
談
日
、
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来

所
で
き
な
い
方
も
相
談
く
だ
さ
い
。

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご

家
族
の
相
談
に
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
来
所
で
き
な
い
方
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

■
日
　
時

11
月
17
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

※
日
時
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

11
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
２
２
０
３

☎
32
‐
０
２
８
５

※
こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。

■
日
　
時

11
月
12
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
　

■
集
合
場
所

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
２
階
　
会
議
室

■
内
　
容
　
介
護
者
の
学
習
会

■
対
　
象

興
味
の
あ
る
方
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い

る
方
、
そ
の
他
会
員
　

※
参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り

の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
介
護
課
内
）
☎
32
‐
５
６
０
０

療
育
手
帳
の
判
定
、
各
種
制
度
に
つ
い

て
の
相
談
な
ど
、
知
的
障
害
者
に
対
す
る

更
生
・
援
護
に
関
す
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
相
談
は
予
約
制
に
よ
り
対
応
・
実

施
し
ま
す
。

■
日
　
時

11
月
16
日
（
火
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

受
付
　
午
前
10
時
～
正
午

■
場
　
所
　
甲
州
市
民
文
化
会
館

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
障
害
者
相
談
所

知
的
障
害
者
担
当

☎
０
５
５
‐
２
５
４
‐
８
６
７
４

障
害
者
生
活
支
援
相
談

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

※
予
約
制

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
心
の
相
談
窓

口
」
専
門
医
に
よ
る
相
談

介
護
者
の
会
『
四
つ
葉
の
会
』

例
会
の
お
知
ら
せ

知
的
障
害
者
巡
回
相
談

甲州市景観計画策定に関わる
市民アンケート調査を実施
甲州市では、市内の景観

の保全、育成、改善を進め

るために『景観計画』を策

定しています。この取り組

みについて、市民の皆様の

意向の確認と、ご意見を伺

うためにアンケートを実施

します。

調査票が届いた方や事業所におかれましてはお忙し

いところ恐縮ですが、本調査の趣旨をご理解いただき、

調査にご協力いただきますようお願いします。

調査結果の公表に当たっては、個人及び事業所が特

定されることのないよう配慮しますのでご協力をお願

いします。

■調査名 

甲州市景観計画策定に関わる市民アンケート調査

■調査対象

市内の１８歳以上及び事業所（無作為抽出）

■調査期間

11月10日（水）～12月10日（金）

◆お問い合わせ先

政策秘書課　政策調整担当　☎３２‐５０６４
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パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
に
苦
し
ん
で

い
る
あ
な
た
へ
。
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、

ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
重
大
な
危
険
が
差
し
迫
っ
て
い

る
と
き
や
危
険
性
の
高
い
と
き
は
１
１
０

番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

女
性
相
談
所

☎
０
５
５
‐
２
５
４
‐
８
６
３
５

※
平
日
午
前
９
時
～
午
後
８
時

■
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

ぴ
ゅ
あ
総
合

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
７
８
３
０

※
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
第
２
・
第
４
月
曜
日
を
除
く
）

■
日
下
部
警
察
署
　
生
活
安
全
課
　

☎
22
‐
０
１
１
０

■
日
　
時

12
月
３
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所

恩
賜
林
記
念
館
　
　
２
階
　
和
室

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー
２
階
　
Ａ
会
議
室

大
和
ふ
る
さ
と
会
館
２
階
　
研
修
室
３

■
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

■
相
談
内
容

い
じ
め
、
親
族
間
ト
ラ
ブ
ル
、
差
別
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
児
童
虐
待
、
ス
ト

ー
カ
ー
な
ど
人
権
に
係
わ
る
相
談

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
に
苦
し

ん
で
い
る
あ
な
た
へ

無料法律相談
■日　時　11月15日（月）午後１時～５時

■場　所　本庁舎　２階　第２会議室

■対　象　市内在住者　

■定　員　８名（相談者１人につき３０分）

※この無料法律相談は完全予約制です。１１月５日

（休祭日を除く）から予約を受け付けます。多くの

方に相談の機会を設けたいので、回数を制限させて

いただく場合があります。

◆申し込み・お問い合わせ先

市民生活課　市民生活担当  ☎３２‐５０６８

県下一斉無料法律相談会
■日　時　11月26日（金）午後１時～４時
■場　所　本庁舎　２階　第３会議室
■対　象　市内在住者
■定　員　６名（相談者１人につき３０分）
※この無料法律相談は、完全予約制です。１１月１
６日（休祭日を除く）から予約を受付けます。

◆申し込み・お問い合わせ先

市民生活課　市民生活担当  ☎３２‐５０６８

多重債務相談窓口
関東財務局甲府財務事務所では、無料の多重債務

相談窓口を開設しております。相談員が電話や来庁

された人から相談を受け必要に応じて法律専門家に
引継ぎを行っています。
■相談時間　月曜日～金曜日（祝祭日を除く）

午前８時３０分～正午
午後１時～４時３０分

◆お問合せ先
関東財務局　甲府財務事務所　多重債務相談窓口
☎０５５‐２５３‐２２６１

全国一斉
女性の人権ホットライン強化週間

夫・パートナーからの暴力やストーカーなどの事
案は、依然として数多く発生していることから、こ
れらの女性をめぐる様々な人権問題の解決を図る取
組を強化するため、全国一斉「女性の人権ホットラ
イン」強化週間を実施しますので、お気軽にご相談
ください。
■期　間　11月15日（月）～21日（日）
■時　間　午前８時３０分～午後７時

（土・日曜日は午前１０時～午後５時）
■相談担当者

甲府地方法務局職員及び山梨県人権擁護委員連合
会の女性の人権問題に適切な対応をすることができ
る人権擁護委員。
◆電話専用相談窓口　☎０５７０‐０７０‐８１０
◆お問い合わせ先　　甲府地方法務局人権擁護課

☎０５５‐２５２‐７１５１

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

気
づ
き
合
お
う

あ
な
た
と
私
の

未
来

あ
し
た

の
た
め
に

特
設
人
権
相
談
所
開
設
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近
年
、
暴
風
雨
や

降
雹
、
病
害
虫
等
、

災
害
に
よ
る
被
害
が

増
加
し
、
果
樹
農
家

に
と
っ
て
経
営
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
果
樹
共

済
の
必
要
性
は
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

果
樹
共
済
は
、
自
然
災
害
等
に
よ
る
果

実
の
減
収
を
補
て
ん
し
、
農
家
経
営
を
守

る
災
害
補
償
制
度
で
す
。
な
お
、
甲
州
市

で
は
安
心
し
た
農
業
経
営
を
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
共
済
掛
金
の
３
割
を
加
入
助

成
金
と
し
て
補
助
し
て
い
ま
す
。

■
果
樹
共
済
の
制
度

○
す
べ
て
の
自
然
災
害
、
病
害
虫
、
鳥
獣

害
な
ど
に
よ
る
果
実
の
減
収
を
補
て
ん
す

る
場
合

・
半
相
殺
総
合
一
般
方
式

・
樹
園
地
単
位
短
縮
総
合
方
式

○
暴
風
、
ひ
ょ
う
、
凍
霜
害
に
よ
る
果
実

の
減
収
を
補
て
ん
す
る
場
合

・
樹
園
地
単
位
特
定
危
険
方
式

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

・
産
業
振
興
課
　
果
樹
農
林
担
当

☎
32
‐
５
０
９
２

・
Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨
　
営
農
販
売
部

☎
32
‐
６
５
２
６

・
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ⅰ
」
山
梨
中
央
　
本
所

☎
０
５
５
‐
２
６
６
‐
４
４
１
１

・
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ⅰ
」
山
梨
中
央
　
山
梨
支
所

☎
22
‐
５
０
５
６

農
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
、
次

の
と
お
り
就
農
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

新
た
に
農
業
を
始
め
よ
う
と
お
考
え
の
方
、

就
農
支
援
制
度
に
つ
い
て
内
容
を
知
り
た

い
方
な
ど
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
新
規
就
農
相
談
会
ｉ
ｎ
や
ま
な
し

・
日
　
時

11
月
20
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

・
場
　
所

甲
府
市
中
央
公
民
館
１
階
会
議
室

（
甲
府
市
丸
の
内
３
‐
２
６
‐
１
６
）

・
主
催
　
お
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）
山
梨
県
農
業
振
興
公
社

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
５
７
４
７

■
就
農
相
談
会
ｉ
ｎ
峡
東

・
日
　
時

11
月
27
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時
　

・
場
　
所

東
山
梨
合
同
庁
舎
１
０
１
会
議
室

（
甲
州
市
塩
山
上
塩
後
１
２
３
９
‐
１
）

・
主
　
催

峡
東
地
域
担
い
手
育
成
対
策
会
議

・
そ
の
他

11
月
18
日
（
木
）
ま
で
に
、
事
前
申
し

込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
峡
東
農
務
事
務
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

峡
東
農
務
事
務
所

☎
20
‐
２
７
０
７

戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る
特
別
措
置

法
が
６
月
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

旧
ソ
連
邦
又
は
モ
ン
ゴ
ル
国
の
地
域
で
強

制
抑
留
さ
れ
た
方
に
対
す
る
特
別
給
付
金

の
請
求
受
付
が
、
10
月
25
日
（
月
）
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
方
は
、
次

の
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
対
象
者

戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成
22
年
６
月
16

日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
方

■
請
求
受
付
期
間

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

■
請
求
・
お
問
合
せ
先

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
　
事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

☎
０
５
７
０
‐
０
５
９
‐
２
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
専
用
番
号

☎
０
３
‐
５
８
６
０
‐
２
７
４
８

※
受
付
時
間
は
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後

６
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

山
梨
県
更
生
保
護
大
会
は
、
県
内
の
更

生
保
護
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
そ
の
活

動
に
従
事
し
た
功
労
者
の
顕
彰
を
行
い
、

更
生
保
護
に
与
え
ら
れ
た
使
命
の
重
要
性

を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
意
識
の
統
一
と

士
気
の
高
揚
を
図
り
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
山
梨
県
の
建
設
に
寄
与
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
　
時
　
11
月
11
日
（
木
）
正
午
～

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
ホ
ー
ル

■
内
　
容
　

・
歓
迎
行
事
　
　
正
午
～

・
朗
　
　
読
　
や
ま
び
こ
会

・
巫
女
の
舞
　
大
和
中
学
校
生
徒

・
講

演

会

午
後
12
時
25
分
～
１
時
40
分

放
光
寺
長
老

清
雲
　
俊
元
氏

・
演
　
　
題
「
甲
州
の
風
土
と
信
玄
公
」

・
顕
彰
式
典
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

※
更
生
保
護
活
動
に
従
事
し
功
績
が
あ
る

関
係
者
等
に
対
し
て
顕
彰
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
介
護
課
　
高
齢
者
福
祉
担
当

☎
32
‐
５
０
２
７

■
日
　
時

11
月
23
日
（
火
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所

甲
府
刑
務
所
（
甲
府
市
堀
之
内
町
５
０
０)

■
内
　
容

施
設
見
学
、
矯
正
関
係
資
料
の
展
示
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
、
刑
務
所
作
業
製
品
の
展

示
即
売

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
府
刑
務
所
　
企
画
部
門
（
作
業
）

☎
０
５
５
‐
２
４
１
‐
８
８
７
８

請
求
受
付
が
始
ま
り
ま
し
た

戦
後
強
制
抑
留
者
の
特
別
給
付
金

第
53
回
山
梨
県
更
生
保
護
大
会

甲
府
刑
務
所
・
甲
府
少
年
鑑
別
所

甲
府
矯
正
展
の
お
知
ら
せ

果
樹
共
済
に
加
入
し
て
安
定
し
た

農
業
経
営
！

農
業
の
担
い
手
を
確
保

新
規
就
農
相
談
会
の
お
知
ら
せ
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温かな善意
ありがとうございました

◎社会福祉事業へ
・市内の匿名の方々からご寄付をいただきました。

◎市社会福祉協議会へ・曽根隆太郎さん　（牛奥)

犯罪捜査にご協力を
「おかしいな、事件か
な？」と思われる出来
事 を 見 聞 き し た 時
は・・・迷わず１１０
番もしくは警察署・交
番・駐在所に通報を！

ご協力お願いします。
空き地の管理について

空き地の管理につきましては、その土地の所有

者及び管理者により、良好な状態に維持されてお

ります。

しかし、雑草の除草や、立ち木等の管理を怠り

ますと、害虫の発生や、不法投棄の温床などにな

りやすく、また立ち木や枝などによる通行の妨げ

や倒木の恐れなど、近隣の生活環境に影響が生じ

ないように、空き地の適正管理に心がけるよう、

お願いします。

◆お問い合わせ先

環境政策課　環境政策担当 ☎３２‐２１１１

被害者支援活動等
広報月間

警察では、各種相談窓口を設置し、市民からの
相談に応じています。特に、不幸にして犯罪被害
に遭われた方、その家族からの相談窓口や被害者
支援活動の内容等及び被害者の経済的負担を軽減
する犯罪被害給付制度について広く市民の皆様に
知っていただくために、１１月中を「被害者支援
活動等に関する広報月間」と定め、各種広報活動
に積極的に取り組んでいます。

警察等における犯罪被害者等のため
の相談窓口
■警察総合相談室

☎０５５‐２３３‐９１１０
または　「♯９１１０」 

■性暴力１１０番　※ＦＡＸ兼用
☎０５５‐２２４‐５１１０ 

■ヤングテレホン　※どちらもＦＡＸ兼用
☎０５５‐２３５‐４４４４【甲府】
☎０５５５‐２２‐４４４４【富士吉田】

■警察安全相談所
☎０５５３‐２２‐０１１０【日下部警察署内】

■（社）被害者支援センターやまなし
☎０５５‐２２８‐８６２２

（フジﾞはハローニコニコ） 

○窓口の電話等受付
平日　午前８時３０分～午後５時

※FAXは２４時間           
○被害者支援センターのみ

平日　午前１０時～午後４時
○ⅰモード専用ＵＲＬ　

http://www.pref.yamanashi.jp/police/i/soudan.html
○被害者支援センターＵＲＬ　

http://www6.ocn.ne.jp/~shienyam/

不動産無料相談
■日　時　11月18日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合)

☎３３‐２９０１
◆申込・問合先 （社）山梨県宅地建物取引業協会

☎０５５‐２４３‐４３００
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有料広告
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★お問合せ★

勝沼図書館　 ☎４４‐３７４６

塩山図書館　 ☎３２‐１５０５

大和図書館　 ☎４８‐２９２１

甘草屋敷子ども図書館
☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib-koshu.jp/

国民読書年！塩山図書館おはなし
会お父さんのおはなし会
●日時　11月14日（日）午前１０時３０分～

●場所　甘草屋敷子ども図書館

●内容　３人の市内在住のお父

さんによる絵本の読み

聞かせ

図書館からのお願い
図書館では本を借りた時に、貸出用の袋をお

貸ししています。袋の数にも限りがあり、借り
ていかない時、あるいはご家庭にいくつも図書
館の貸出袋があるという時など、貸出用として
使われていない袋の返却をお願いしています。

大和図書館
蔵書点検終了のお知らせ

休館中は大変ご迷惑をおかけしましたが、ご

理解とご協力ありがとうございました。

●大和図書館蔵書数（Ｈ２２.９.３０現在）

一般書　　 9,985冊

児童書　　　12,098冊

視聴覚資料　　　161点

塩山図書館・甘草屋敷子ども図書館
臨時開館のお知らせ

●臨時開館日　11月３日（水）

※なお、塩山図書館の開館時間は午前１０時か

ら午後５時までとなります。

勝沼図書館
ぶどうとワインの資料展報告

勝沼図書館では１０月１日～１０月２８日まで
「ぶどうとワインの資料展」を行いました。

『勝沼にあるカフェを巡ろう！～ぶどう・ワイ
ンを使ったおいしいデザートを探してみよう～』
をテーマに勝沼の地を訪れた方が"探しているも
の"にスポットを当て、勝沼にあるカフェの取材
を行い、地域の特産品をつかったおすすめの飲み
物やデザートのメニューや、"ちょっとひと休み"
できるベンチや施設、休憩スペースなども調査し、
職員が作成したパネルやマップを中心に展示を行
いました。

期間中は、資料展を図書館に訪れた大勢の方々
にご覧いただくことができました。ありがとうご
ざいました。今後も地域の特色を生かした図書館
づくりとして、ぶどうとワインに関する資料収集
に努め、勝沼図書館ならではの展示を行っていき
たいと思います。

塩山図書館
クリスマス子どもの集い

●日時　12月５日（日）

午後１時３０分～ 受付：午後１時１５分　

●場所　甲州市民文化会館　２階　大会議室　

●内容

山梨学院短期大学の学生による公演など

※申込みは、１１月２８日(日)までに塩山図書館

へ、直接または電話FAXでお願いします。
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◆お申し込み・お問合せ
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　TEL32-5063
　ホームページアドレス http://www.city.koshu.yamanashi.jp

どうやらふたりはオテンバ姉
妹。その勢いで、どんどん人生
を楽しんでね。元気に育て！
…少しは可憐に…
父・誠博さん、母・さやかさん

（上於曽）

この２年、とっても成長した
ね。これからもまっすぐ素直に
大きくなってね。結の笑顔がみ
んな大好きです。

父・剛史さん、母・久実さん
（上塩後）

「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。

発
　
行
／
平
成
22
年
11
月
１
日
　

編
　
集
／
甲
州
市
役
所

政
策
秘
書
課

秘
書
・
広
聴
広
報
担
当

広
報
こ
う
し
ゅ
う

こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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ホームページアドレス http : / /www.city .koshu.yamanashi . jp メールアドレス info@city .koshu.yamanashi . jp

ひょうきんな寛大と甘えん
坊の陽大。兄弟仲良く、でっ
かい男になってね。

父・正浩さん、母・めぐみさん
（下岩崎）

ずっとずっと２人仲良く、
助け合ってあるいていって
ね。

父・和也さん、母・直子さん
（上於曽）

我が家の天使です。とっても、
とっても可愛い笑顔で毎日いやさ
れています。いたずらをいっぱい
しながら大きくなってください。

父・昭一さん、母・伊保さん
（三日市場）

歌ったり、踊ったりすること
が大好きな柚來。柚來の笑顔は
家族みんなを幸せな気持ちにさ
せてくれます。

父・浩二さん、母・美香さん
（熊野）

増田
ますだ

清乃
きよの

ちゃん(１歳)

涼乃
すずの

ちゃん(１歳)

松本
まつもと

紋佳
あやか

ちゃん

(１歳)

手塚
てづか

結
ゆい

ちゃん

(２歳)

高橋
たかはし

寛大
かんた

くん(３歳)

陽大
ようた

くん(１歳)

梨本
なしもと

優乃羽
ゆのは

ちゃん(３歳)

亜弥羽
あやは

ちゃん(１０ヶ月)

武井
たけい

柚來
ゆら

ちゃん

(２歳)


